
2025 年 12 月 19 日 

第 2 回こどものケアニーズに応じた支援の在り方に関する専門委員会提出資料 

白百合女子大学 菅原ますみ 

 第１回委員会での議論を踏まえた資料をお送りいただき誠にありがとうございました。

前回の資料及び議論のなかでも“こどものケアニーズに応じた支援の在り方”を検討する際

の重視すべき観点のひとつとして、“当該のこどもが成育歴のなかでどのような体験を経て

きたのか”ということともに、“ウェルビーイングを維持するためのニーズが現在きちんと

満たされているか”について、子ども自身の評価を含めてていねいに見ていくことが重要で

あることが確認されたかと思います： 

＜上鹿渡委員：資料３＞ 

「クリニックで反社会的子どもたちを扱う場合、たんに精神療法を勧めることは役に立ち 

ません。最初に重要なことは子どもをふさわしい場所に置くことであり、ふさわしい場所

はそれだけで、かなりのケースに対して治療として機能します。」 

「反社会的傾向の治療に関して必要なものは子どもの世話の提供であり、新しく提供され 

た環境の安定性こそが最重要」 

１．提案 

こどものニーズの把握の観点として、現在の状況を付加してはいかがかと考えます： 
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２．逆境的小児期体験（Adverse Childhood Experiences: ACEs）とその影響を緩和する保護的・

補償的体験（Protective and Compensatory Experiences: PACEs, Hays-Grudo & Morris, 2020） 

＜上鹿渡委員：資料３（続き）＞ 

具体的には子ども時代の肯定的な体験(PCEs）や保護的・補償的体験（PACEs）等の考え

を入れた評価によって、不足している部分をニーズと捉えることで、それをどう補うか個

別・具体的な対応につなげられるのではないでしょうか。年齢、障害、行動上の問題、心

理的問題、医療的ケアの必要性を検討するだけでは把握できないニーズ、これを満たすこ

とがこどもの回復につながるニーズを捉えられるのではないかと思います。 
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（Yoshitake, N. & Sugawara, M. Protective Experiences and Multidomain Psychosocial 

Adjustment Among Adolescents in Residential Care: Evidence for Compensatory Model. 
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